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ナノ粒子と吸着性ポリマーの混合懸濁液は、流れを与えると

固まってゲル状になり、静置するとサラサラしたゾル状に戻る、

可逆的な状態転移を示します。

本研究では、ゲルがゾルに戻る過程での弾性率とゲル内部の微細構造の

緩和挙動を解析しました。その結果、長時間にわたって形状を保つ

安定なゲルが形成される組成条件と、その要因を明らかにしました。
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